
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

第３回 物流ネットワーク機能継続検討ＷＧ

資料１

（事務局説明資料）

令和元年８月29日

中国地方国際物流戦略チーム事務局



1

１．前回までのＷＧの内容

２．海上輸送利用への課題・要請に対する取組方策

３．求船・求貨システム構築に向けた対応について

４．今後のWGの進め方について

目 次
中国地方

国際物流戦略チーム



2

１．前回までのWGの内容
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物流ネットワーク機能継続検討ＷＧの目的

部会において「非常災害時に代替輸送ルートを確保するため、陸上輸送だけでなく、日頃から海上輸送
を確保しておくことが重要」、「新たな代替輸送ルートの開発」等の意見。
個々の輸送モードの強靱化だけでは、昨今の激甚化する災害に対応できなくなってきており、各輸送

モードによりリダンダンシーを確保することが重要。

災害時における物流輸送網の
リダンダンシー確保

中国管内では、これまで非常災害時における複数輸送モードの連携について、横断的に検討する組織体
がなかった。
平成30年7月豪雨における広域物流ネットワーク寸断に伴う物流面の問題点を洗い出し、今後の中国地
方管内における非常災害時における物流のあり方を検討するため、中国地方国際物流戦略チームの下に
「物流ネットワーク機能継続検討ＷＧ」の設置が承認。

物流機能を維持するリダンダンシー確保のイメージ

平成30年9月18日 中国地方国際物流戦略チーム 第18回部会

平成30年10月9日 中国地方国際物流戦略チーム 第8回本会議

中国地方
国際物流戦略チーム



《第２回WGの内容》
○第1回WGの議論を踏まえ、海上輸送利用への課題・要請に対する３つの取組方策について提案。

本WGで目指すべき方向及び取組事項について確認。

【目指すべき方向性】海上輸送による物流網のリダンダンシー機能の強化
・具体的な取組方策①：輸送モードの多様化と利用方法の共有
・具体的な取組方策②：海上輸送網の情報発信の充実
・具体的な取組方策③：複数連携輸送の連絡・協力体制の構築

⇒ 「平時・災害時における海上輸送利用マニュアルの構築」と「海上輸送網の情報発信の充
実」、また効率的・効果的な海上利用の促進対策として「求船・求貨システムの構築」を
進めることを確認。

前回までのＷＧの内容

《第３回WGの内容》
○海上輸送利用のガイドラインの構築方針について（案）
○海上輸送網の情報発信方法と内容について（案）
○求船・求貨システム構築に向けた対応について（案）
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《第１回WGの内容》
○平成30年7月豪雨災害における広域物流ネットワーク寸断に伴う物流面の問題点の洗い出し、

船舶による代替輸送に関する課題等について議論。

⇒ 非常災害時に物流機能を確保するための論点を整理し、今後のWGでの検討の進め方につ
いて議論。
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WG委員 主な意見

経済
団体

第1回

海上での代替輸送を行おうとした際に、どこに何を持って行って、どのような手順で行えば良い
か分からないとの声が大きかった。港湾利用の手順書を作成するのは非常に有意義と考える。
どこから、どこに、どれだけの貨物が運べるか、どれだけのストックが置けるかといった、需要
と供給について、具体的な検討もした上で、次のステップとしてどのように代替輸送手段を確保
可能かというところまで検討できたら良いのではないか。

第2回

アンケート結果について、もう少し踏み込み、各社において災害発生時にどういった動きがあっ
たのか、丁寧に聞き取っていくことが必要ではないか。
求船・求貨システムを構築していくに際して、需要と供給をマッチングさせていく取組の中で、
実際の現場の動きを丁寧に拾っていくことが重要ではないか。
個々の企業は、既存条件下で最適となるように企業活動を実施している。こういったＷＧで全体
を俯瞰しながら、業界全体で動ける取組を行うことは非常に有意義。
平時からのモーダルシフト促進を行う上で、何かインセンティブをつけていくことになるのか。

物流関係
団体

第1回

海上輸送は関係者が多数存在するので、プラットフォームがあった方が荷主にとっても分かりや
すく、スムーズに代替輸送を実施できるのではないか。
国土交通省港湾局が昨年発表した、港湾の中長期政策PORT2030において、岸壁の標準化等、
港湾規格の統一化の話も出ているが、そちらも射程に入れてご検討頂きたい。
具体的な代替輸送ルートとしてこういうものがある、という情報をどこかが発信するだけでも意
味があるのではないか。

第2回

アンケート結果について、海上輸送を行った社に対して、災害の混乱の中、どのような取組をし
たことで陸上輸送から海上輸送にシフトできたのか調査を行っても良いのではないか。
トラックの場合は生産拠点から消費地へ運搬することができるが、船の場合は多数の関係者が介
在していかざる得ないため、求船・求貨システムは、構築までに大きなハードルが何段もある。
昨年の豪雨災害の際、港から貨物駅の間のコンテナの横持ちを行うトラックを全国から協力いた
だいたが、その際、トラックの駐車スペース、トラックドライバーの宿の手配が課題となった。
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WG委員 主な意見

地方公共
団体

第1回
輸送モード間での連携という観点も論点に盛り込んだ方が分かりやすいのではないか。
非常災害時を考え、内航航路の定期化に向け取り組んでいきたい。
既存の定期航路を活用した代替輸送が効果的ではないかと思う。

第2回

災害時において定期RORO船が寄港地を増やして対応するということも視野に入れ、中国地方だ
けでなく、四国地方にも寄港している定期航路まで視野に入れた方が良い。
情報共有のためのプラットホームづくりとあわせて、その情報を如何に活かしていくか、各々の
関係者がどういう役割を担っていくのかを掘り下げて考えていくことが必要。
利用が非常に限定的な施設において、施設改良の費用の課題もあるが、少し施設に手を加えるこ
とでリダンダンシー確保につながるような検討も必要。

有識者

第1回

海上輸送手段を確保しても、港までのルートが確保できなければ意味がない。
今回の災害において苦しんだのは遅延の問題であり、この解決のためには、どの道路でどのよう
な状況が発生したか、道路側のリアルタイムの情報収集をどうするかは考えるべき。
荷主にとっては最終目的地にいつまでに届くのかが重要。それらを踏まえ、荷主から見て分かり
やすい手順書にしていくのが重要。
物流ネットワーク機能継続にあたっての問題は広範囲だが、今回の案はまず、海上輸送から考え
ていきましょう、ということ。なぜそれを選んだかというと、単なる防災・減災だけでなく、人
手不足というのもある。その中でモーダルシフトをしている事業者もある。各経済活動に適応化
した防災・減災の仕組みが必要。港湾間だけでなく、内陸の荷主に届かないといけないため、そ
こまでの陸上輸送網も機能する必要がある。ただ、全く機能しないところは内航で代替するのも
良いのではないか、というのが今回の論点。

第2回

災害時において、港のオペレーションや船の航行が遅延しているのかなどの情報が共有できる取
組もあっても良いのではないか。
今後、平時からの海上輸送の利用促進を深めていく上で、情報発信と連携の構築が対応のベース
になると思われるが、発信する情報の中身にどれぐらい具体性を持たせられるか、連携を具体的
にどのように作っていくかが重要。 6

第１，２回ＷＧでの主なご意見②
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２．海上物流利用への課題・要請に対する取組
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海上輸送利用への課題・要請に対する取組
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【課題①】平時に海上輸送を実施していない事業者が災害時に海上輸送に切り替えるのが困難。
⇒【具体的な取組①】輸送モードの多様化と利用方法の共有

※通常、海上輸送では寄港地の貨物量に応じた配船を実施しており、災害時において平時に海上輸送を利用していない事業者の貨物積載スペー

スの確保などの課題もあるため、リダンダンシー確保の観点から、平時からの海上輸送の利用促進も含めた利用方法・手順の共有が必要。

【課題②】災害発生時に海上輸送網の健全度の情報発信が不十分。
⇒【具体的な取組②】海上輸送網の情報発信の充実

※道路情報（通行止め情報、通れるマップなど）は発信されているが、海上輸送網の健全度の情報発信が不十分。
※旅客フェリーなどは各社による運航情報が発信されているが、定期コンテナ航路、RORO船など、海上輸送網に関するまとまった情報の発信

が不十分。

【課題③】海上輸送要請に対する事業者間・行政間の連携体制が不十分。
⇒【具体的な取組③】複数連携輸送の連絡・協力体制の構築

※緊急物資輸送の災害対応連絡体制は図られているものの、緊急物資以外の貨物輸送（一般事業者）での連絡・協力体制が不十分。

【具体的な取組①】
輸送モードの多様化と利用方法の共有
【具体的な取組①】
輸送モードの多様化と利用方法の共有

【目指すべき方向】海上輸送による物流網のリダンダンシー機能の強化
※中国管内において、通常の陸上物流ネットワークの一部が途絶えた場合、海上輸送を含んだ代替的な輸送網の構築を図る。

【目指すべき方向】海上輸送による物流網のリダンダンシー機能の強化
※中国管内において、通常の陸上物流ネットワークの一部が途絶えた場合、海上輸送を含んだ代替的な輸送網の構築を図る。

【具体的な取組②】
海上輸送網の情報発信の充実

【具体的な取組②】
海上輸送網の情報発信の充実

【具体的な取組③】
複数連携輸送の連絡・協力体制の構築

【具体的な取組③】
複数連携輸送の連絡・協力体制の構築

【中期での取組】求船・求貨システムの構築

【短期での取組】海上輸送利用のガイドラインの構築
海上輸送網の情報発信の充実

中国地方
国際物流戦略チーム



海上輸送利用のガイドラインの構築方針（案）
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【海上輸送利用のガイドラインの構築方針（案）】
○普段、海上輸送を利用していない企業や既に海上輸送を利用している企業にも参考となる情報を提供できるガイドライ

ンとして構築（※トラック輸送、鉄道輸送、海上輸送等の多様な物流輸送によるリスク分散を促進）。
○各港で関係者が異なるため、海上輸送の拠点となる港毎にガイドライン作成のための調整を実施。
○災害発生後、被害状況によっては海上輸送の対応も変化するため、海上輸送利用を有効に活用するために必要となる情

報、自治体を含めた関係者間の情報連絡体制を構築。

海上輸送利用のガイドライン（案）の作成

ガイドラインの検討（通常時、災害発生後）
荷主、物流事業者へのヒアリングの実施
※7月豪雨災害での対応含め、普段、海上輸送利用をしていない企業へ

のヒアリングを実施。ガイドラインに求められる内容を精査。

自治体関係者・フォワーダーとの意見交換

海上輸送利用のガイドラインの提案

検
討

フ
ェ
ー
ズ
③

２月

9月

フ
ェ
ー
ズ
②

11月

フ
ェ
ー
ズ
①

合
意
形
成

海上輸送利用の問合せ先一覧の構築
災害発生後に協力を得られる物流事業者・船舶の抽出
災害時における海上輸送要請に対する連絡体制の構築
※各港関係者を一同に会した場で意見交換・合意形成を図る。

提
案

荷主企業への配布方法
※荷主企業が参加する各種セミナー等での説明や配布
（今後の検討・調整事項）
・荷主企業、物流事業者を対象にセミナーの開催や、荷主・物流事業者

のマッチングが出来る場の提供など。

※広島港から調整・作成をはじめ、海上輸送拠点となる重要港湾で順次作成を実施。※広島港から調整・作成をはじめ、海上輸送拠点となる重要港湾で順次作成を実施。

１．はじめに

（記載内容）

・海上輸送利用促進への背景と目的を紹介

２．海上輸送の特徴

（記載内容）

・海上輸送の特徴とメリット等の記載

３．運航情報一括情報検索システム

（記載内容）

・運航情報一括情報検索システムの紹介

４．海上輸送利用の問い合わせ先（運航会社、物流事業者一覧）

（記載内容）

・物流相談窓口（物流事業者連絡先）の掲載

※フォワーダー連絡先、対応可能な取扱品目、対応可能な輸

送手段（海上、陸上等々）、集荷・配送可能エリア、取扱

可能な最小ロット等を掲載。

５．災害発生時の相談窓口

（記載内容）

・物流相談窓口（物流事業者連絡先）の掲載

※災害発生後に対応可能（協力可能）な物流事業者を掲載。

６．その他

中国地方
国際物流戦略チーム

海上輸送利用のガイドライン作成の進め方（案） 海上輸送利用のガイドライン構成（案）



海上輸送網の情報発信の充実
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【海上輸送網の情報発信の充実】
○中国管内においては、これまで中国管内発着の定期航路（フェリー、RORO、コンテナ等）の情報を一括して確認でき

るHP等がなかったため、定期航路情報を一括して確認できる情報発信を中国運輸局HPにおいて実施を検討。

九州運輸局の事例

出典：九州運輸局記者発表及びホームページ

九州運輸局HP情報

九州運輸局では、荷主や運送会社等がフェリーやRORO船
を利用しやすい環境にすることを目的に、九州発着の中・
長距離フェリー、定期RORO船の航路、運航ダイヤ、船舶
要目等の航路情報一覧を掲載したサイトを平成29年9月に
開設済み。

中国地方
国際物流戦略チーム



○第2回WGの主なご意見である港のオペレーションや船の航行が遅延しているかなどの情報発信等への対応については、
海上輸送利用のガイドライン構築に係る荷主、物流事業者へのヒアリングにおいて必要情報の掘り下げなどを実施。 11

海上輸送網の情報発信の充実（掲載イメージ①）

情報掲載イメージ（案）

中国地方
国際物流戦略チーム

【定期】中国地方発着の内航RORO船航路図

5

3

1

4

2

博多
苅田

三田尻
中関

岩国

広島

三島
川之江

宇野

堺泉北

四日市 衣浦

千葉

敦賀

苫小牧

東京

運航事業者 就航航路

① 商船三井フェリー㈱ 苅田/宇野（田井）/東京

② 大王海運㈱ 千葉/堺泉北/宇野（田井）/三島川之江

③ マツダロジスティクス㈱ 広島/千葉

④ マツダロジスティクス㈱ 広島/三田尻中関/堺/衣浦/四日市/広島

⑤ 商船三井フェリー㈱
　　日本海運㈱

東京/博多/東京/博多/岩国/東京/博多/
岩国/東京
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海上輸送網の情報発信の充実（掲載イメージ②）

○第2回WGの主なご意見である港のオペレーションや船の航行が遅延しているかなどの情報発信等への対応については、
海上輸送利用のガイドライン構築に係る荷主、物流事業者へのヒアリングにおいて必要情報の掘り下げなどを実施。

情報掲載イメージ（案）

中国地方
国際物流戦略チーム
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【定期】中国地方発着の内航RORO船・航路情報
発　着　時　刻　等

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

①
商船三井

フェリー㈱
苅田/宇野/東京 上り便 ぶぜん

苅田04:30発（土）
→宇野13:00着
　　　16:30発

（土）

東京15：30着（日） 1回/週
日本通運㈱
TEL：0863-31-0202

② 大王海運㈱
千葉/堺泉北/宇野/

三島川之江
下り便

第1はる丸
第2はる丸
第3はる丸

千葉12:00発
（月～土）

堺泉北8:30着 10:00発
→宇野14:00着 16:00発
→三島19:00着 23:00発

（火～土・月）

堺泉北6：00着
8：30発

（火～土）

千葉5：30着
（月～土）

6回/週
大王海運㈱
TEL：0863-31-7250

上り便
広島17:00発

（月・水・金）
→

千葉07:00着
（水・金・月）

下り便
千葉17:00発

（月・水・金）
→

広島07:00着
（水・金・月）

④
マツダ

ロジスティクス
㈱

広島/三田尻中関/堺/
衣浦/四日市/広島

― 光洋丸 広島発（月） 広島発（金） 2回/週
マツダロジスティクス㈱
TEL：082-251-3274

寄港曜日
（月）（金）

⑤
商船三井

フェリー㈱
日本海運㈱

東京/博多/東京/博多
/岩国/東京/博多/

岩国/東京
上り便

さんふらわあ
とうきょう
ひまわり5

博多18:00発
（月・金）

　岩国2:40着
　　　5:00発（火）
　岩国7:00着
　　　11:00発（土）

東京5:50着
（水・月）

2回/週
日本通運㈱　岩国支店
TEL：0827-24-2250

マツダロジスティクス㈱
TEL：082-251-3243

備考番号 運航事業者 就航航路 船名 航海数
お問い合わせ先

（お申し込み先）
上下便別

第二東洋丸
第三東洋丸

3回/2週③
マツダ

ロジスティクス
㈱

広島/千葉
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３．求船・求貨システム構築
に向けた対応について

中国地方
国際物流戦略チーム



○海運の短期顧客を含め、今まで海運をあまり利用してこなかった企業に対して海運利用の最初の入り口としてシステムを活用してもらうこ
とを主眼としつつ、長期顧客や普段海運を利用している企業に対しても新たな経路の発見や活用につながるような情報の提供を目的として、

拠点間（Door to Door）の経路や運航情報等が網羅的に一括検索できるシステムを構築。

14

○国土交通省海事局では、海運モーダルシフトの一層の促進を図るため、RORO船・コンテナ船・フェリー事業者のほか、
利用運送事業者、トラック事業者、荷主企業、行政等から構成される「海運モーダルシフト推進協議会」（平成29年
11月）を設置。同協議会のもとモーダルシフト船の運航情報等一括情報検索システム構築WG（平成29年12月）を設
置し、システムを構築。同システムの運用開始に向けて準備中。

Door to Door検索機能

システムのコンセプト

出典：国土交通省海事局「モーダルシフト船の運航情報等一括情報検索システム構築WG」資料より作成（※画面は実験用システムを元にしたイメージ）

検
索
結
果

【検索条件入力】
出発地と目的地を「陸上拠点」（都
道府県）単位で選択
出発もしくは到着の「日時」又は「曜
日」を指定
複数の海路を「乗り継ぎ」するルート
の検索が可能

【システムの主な機能】
同システムでは、荷主企業等が海運による貨物輸送サービ
スを利用する場合、「海陸一貫輸送」となることを踏まえ、
海運部分のみとなる港間検索機能のみならず、陸上拠点間
（Door to Door）検索機能として構築。
利用者が陸上の出発地、目的地等の拠点を入力することで、
それに合致する海運を利用した複数のルートとそれぞれの
経路情報が提示。

陸
路

陸
路

海
路

利用する船舶情報

中国地方
国際物流戦略チーム求船・求貨システムの対応について（国土交通省海事局の取組例）
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４．今後のWGの進め方について

中国地方
国際物流戦略チーム



『物流ネットワーク機能継続検討WG』では、計3回のWGを開催。平成30年7月豪雨災害時における課題の洗い出し、
中国管内において、通常の陸上物流ネットワークの一部が途絶えた場合、海上輸送を含んだ代替的な輸送網の構築を図
るため、海上輸送による物流網のリダンダンシー機能の強化を目指すべき目標とし、今後、以下の取組を実施する。

今後のＷＧの進め方について（案）

16

○第1回～第3回WGにより、一定の進めるべき取組事項が整理されたところであり、今後、事務局の検討進捗を座長に報
告、関係者に共有。

○座長は事務局の検討状況を勘案し、必要と判断される場合に会議を招集することとする。
※会議開催されない場合でも、中国地方国際物流戦略チーム部会・本会議においてWGの取組状況について報告を実施することとする。

○今年度、9月、10月に予定されている中国地方国際物流戦略チーム部会、本会議に際し、本WGでの取組事項について、
以下を報告することとしたい。

《物流ネットワーク機能継続検討WGでの取組事項》

輸送モードの多様化と利用方法の共有輸送モードの多様化と利用方法の共有

海上輸送網の情報発信の充実海上輸送網の情報発信の充実

複数連携輸送の連絡・協力体制の構築複数連携輸送の連絡・協力体制の構築

海上輸送利用ガイドライン作成海上輸送利用ガイドライン作成

HPでの海上輸送網の情報発信HPでの海上輸送網の情報発信 事務局の検討進捗を座長に報告し、
関係者に共有。

中国地方国際物流戦略チームへの報告（案）

求船・求貨システムの構築求船・求貨システムの構築

中国地方
国際物流戦略チーム


